
第１回一般国道 397 号（仮称）新小谷木橋詳細デザイン検討委員会 

開 催 結 果 
 

１ 日時 

平成 28 年 12 月 22 日（木）15 時～16 時 

 

２ 場所 

  奥州地区合同庁舎第２会議室 

 

３ 出席者（委員）  

別添名簿のとおり（22 名中 21 名出席（うち代理出席１名）） 

 

４ 議事 

（１）委員会設立趣旨 

（２）委員会規約 

（３）委員長選出 

（４）事業計画と現在の進捗状況 

（５）これまでの検討内容 

（６）委員会の検討内容とスケジュール 

（７）橋桁の色彩の方向性 

（８）その他 

 

５ 議事概要 

（１）委員会設立趣旨 

・ 事務局から資料１に基づき説明を行い、委員から了承された。 

（２）委員会規約 

 ・ 事務局から資料２に基づき説明を行い、委員から了承された。 

（３）委員長選出 

・ 委員長に南正昭委員（岩手大学理工学部教授）を選出した。 

・ 南委員長から、副委員長に相原康二委員（えさし郷土文化館館長）が指名された。 

（４）事業計画と現在の進捗状況 

 ・ 事務局から資料３（４）に基づき報告を行った。 

（５）これまでの検討内容 

 ・ 事務局から資料３（５）に基づき報告を行った。 

（６）委員会の検討内容とスケジュール 

 ・ 事務局から資料３（６）に基づき説明を行い、委員から了承された。 

（７）橋桁の色彩の方向性 

 ・ 事務局から資料３（７）に基づき説明を行い、新小谷木橋の色彩選定のコンセプト及び橋桁

の色彩の方向性を以下のとおり決定した。 

 【色彩選定のコンセプト】 

背景となる豊かな自然にとけこむように調和する色 

 【橋桁の色彩の方向性】 

新小谷木橋周辺の環境色に調和したやや明度の低い黄緑色～緑色 



第１回一般国道397号（仮称）新小谷木橋詳細デザイン検討委員会　委員名簿（出席者）

（敬称略・五十音順）

氏名 職名等
出席
状況

備考

相原　康二 えさし郷土文化館館長 出席

朝日田　恭博 朝日田デザイン研究室 出席 羽田地区

伊藤　文雄 常盤地区振興協議会事務局長 出席 常盤地区

梅原　清志 川前行政区長 出席 羽田地区

遠藤　清逸 常盤地区振興協議会会長 出席 常盤地区

及川　勝幸 常盤地区振興協議会常任理事 出席 常盤地区

及川　健 奥州市都市整備部土木課長 出席

及川　純一 特定非営利活動法人イーティーシー理事長 出席

川村　久子 Color Studio 川村工房代表 出席

菊地　政平
特定非営利活動法人北上川中流域エコミュージアム
推進会議理事長

出席

後藤　安彦 水沢鋳物工業協同組合専務理事 出席 羽田地区

今野　健 美術創作集団ら・ふれえど 出席

佐藤　建樹 羽田地区振興会会長 出席 羽田地区

佐藤　静進 羽田町商工会会長 出席 羽田地区

佐藤　ソノ子 前財団法人奥州市文化振興財団理事長 出席

佐藤　甫 常盤地区振興協議会副会長 欠席 常盤地区

髙森　俊文 奥州商工会議所専務理事 出席

千葉　幸一 常盤地区振興協議会常任理事 出席 常盤地区

高橋　よその 社団法人岩手県建築士会奥州支部顧問 出席

野口　暁浩
国土交通省東北地方整備局
岩手河川国道事務所水沢出張所長

出席

三浦　義明 水沢警察署交通課長
代理
出席

南　正昭 岩手大学理工学部教授 出席


